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痴呆性老人のデイケア継続とその関連要因
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目的　痴呆性老人のデイケア継続の実態を明らかにし，その関連要因を検討する。

方法　調査対象者は，京都府下のある医療法人において平成9年4月に開設された痴呆性疾患デ

イケアを平成10年4月末までに利用したすべての痴呆性老人（177人）である。調査はデイ

ケア利用者の個人ファイルを用いて，デイケア登録時点から平成10年7月末までの経過を追

跡した（追跡期間；最短：3か月，最長：1年2か月）。

成績　病院入院，特別養護老人ホーム入所，老人保健施設入所といった施設ケアヘの移行割合は，

3か月で7.9％，6か月で20.8％であった。それ以外の理由でのデイケア中止の割合は，3か

月で13.6%，6か月で21.5％であった。デイケア継続に関わる関連要因の分析では，デイケ

ア通所開始後3か月間においては日常生活動作「食事」および「排泄」が全介助の者で施設

ケアヘの移行およびその他のデイケア中止が多くみられた。通所開始後6か月間では，「デ

イケアの休止」なしの者で施設ケアヘの移行およびその他のデイケア中止が多く，デイケア

継続者では「短期入院」，「短期入所」のためデイケア休止が多い傾向であった。また，「デ

イサービスの利用」なしの者で，施設ケアヘの移行およびその他のデイケア中止が多くみら

れた。

結論　デイケア通所開始後，施設ケアヘの移行ないしその他の理由によるデイケア中止がかなり

の頻度で発生していた。関連要因の検討から，在宅の痴呆性老人には日常生活動作能力維持

のための介護と保健・医療・福祉の統合した多面的な支援の必要性が示された。
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